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石神外宿地内堤防から榊橋を望む

問 　村長、原発事故は
起こらないとは

答 　適合性審査が確認されたならば　

問 　災害は起こりえるとの
認識醸成

答 　今後の災害に備えて整備を進める　

る
。
②
災
害
状
況
の
見
え

る
化
は
、
久
慈
川
、
新
川

等
の
水
位
・
画
像
を
村
H P

へ
ア
ッ
プ
す
る
。
③
防
災

士
を
各
自
主
防
災
組
織
に

配
置
し
、
訓
練
、
講
話
を

行
う
。
④
避
難
想
定
者
を

見
越
し
た
避
難
所
開
設
を

す
る
。

答　

①
実
効
性
や
有
効
性

に
つ
い
て
、調
査
研
究
す
る
。

②
国
・
県
の
H P
の
周
知
を

図
る
と
と
も
に
、
村
H P
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
性
改
善
を

検
討
す
る
。
③
県
や
防
災

士
会
へ
相
談
し
、
自
主
防

災
組
織
へ
の
紹
介
等
を
進

め
る
。
④
状
況
把
握
等
に

一
層
の
検
討
を
加
え
、
柔

軟
に
開
設
す
る
。

問　
村
長
が
「
論
理
的
に

考
え
れ
ば
福
島
と
同
じ
よ

う
な
事
故
は
ま
ず
起
こ
ら

な
い
」と
考
え
る
根
拠
は
。

答　
新
規
制
基
準
が
福
島

の
事
故
の
反
省
を
踏
ま
え

た
も
の
で
あ
り
、
適
合
性

審
査
が
確
認
さ
れ
た
な
ら

ば
と
い
う
観
点
。

問　
「
最
悪
の
事
態
を
想

定
す
る
の
は
極
論
だ
」
と

し
、
避
難
は
段
階
的
に
す

れ
ば
大
丈
夫
と
楽
観
視
す

る
が
、
そ
の
根
拠
は
。

答　
Ｕ
Ｐ
Ｚ
（
30
キ
ロ
圏

内
）の
避
難
を
指
し
た
も
の
。

指
示
が
住
民
に
混
乱
が
な

い
よ
う
適
切
か
つ
明
確
に

伝
え
ら
れ
れ
ば
、
と
い
う

前
提
が
あ
っ
て
の
も
の
。

問　
避
難
所
で
住
民
の
意

見
を
聞
き
、
住
民
の
リ
ス

ク
意
識
の
醸
成
が
必
要
と

感
じ
た
。
次
の
災
害
に
備

え
て
住
民
の
行
動
や
避
難

の
実
施
に
対
す
る
住
民
の

意
見
を
確
認
す
べ
き
と
思

う
が
見
解
を
伺
う
。

答　
今
後
の
災
害
に
備
え

て
の
整
理
・
検
証
を
進
め

る
。

問　
住
民
の
安
心
と
自
ら

行
動
を
判
断
を
す
る
た
め

に
、
４
点
の
提
案
に
つ
い

て
見
解
を
伺
う
。
①
避
難

行
動
要
支
援
者
等
の
居
場

所
確
認
に
、
ス
マ
ホ
ア
プ

リ
や
IC
タ
グ
等
の
活
用
で

居
場
所
が
分
か
る
シ
ス
テ

ム
が
あ
り
、
村
も
採
用
す

みすずの会

阿
あ

部
べ

　功
こ う

志
し

　議員

新政とうかい

吉
よ し

田
だ

　充
み ち

宏
ひ ろ

　議員

問　
「
積
年
の
課
題
が
解

決
す
る
ま
で
原
子
力
を

使
っ
て
は
な
ら
な
い
と
言

う
の
は
極
論
だ
」
と
す
る

が
、
積
年
の
課
題
と
は
何

か
。

答　
最
終
処
分
場
や
六
カ

所
再
処
理
工
場
の
問
題
。

問　
最
終
処
分
場
が
行
き

詰
ま
っ
て
い
る
問
題
を
東

海
第
二
再
稼
働
の
要
件
に

加
え
な
い
の
は
な
ぜ
。

答　
世
界
レ
ベ
ル
で
見
れ

ば
再
処
理
技
術
は
確
立
、

と
認
識
し
て
い
る
た
め
。

問　
原
発
推
進
の
大
元
で

あ
る
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
は

破
綻
し
て
い
る
が
。

答　

資
源
の
有
効
利
用
、

放
射
性
廃
棄
物
の
減
容
化

等
の
観
点
か
ら
そ
の
政
策

推
進
は
必
要
と
考
え
る
。福島のような事故はもう

起こらないと本当に言えるのか


